


















































































⑵　2010年選挙については，Worcester, Robert, Roger Mortimore, Paul Baines and Mark 

















の結果導入されたのが，2005年欧州連合法（European Union Bill 2005）であ
る（Minkin 2014）。しかしながら，おそらくはブレアにとって幸運なことに，
フランスとオランダが先に欧州憲法条約の批准を拒否したことで，レフェレ






































⑸　Cook（2010 : 5564/7461 on Kindle edn.）。クレッグは党首選挙の頃から In/Out レフェ
レンダムを党の政策とすることを考えていたとされる。当時51歳以下の国民（1675年に
選挙権がなかった者）は一度も EU に留まるべきか否かを問われたことがなかったこと
を理由に挙げている。一方で，クレッグのバイオグラフィの著者 Chris Bowers は，これ
が自由民主党の外務スポークスマン Ed Davey からの，保守党がリスボン条約に対する
レフェレンダムを実施しようとしたときに備えたリスク回避策だったともいう（Bowers 
2011 : 2644/6573 on Kindle edn.）。このときクレッグが自由民主党の公式の立場を説明し














lock’）を設けると訴えたのである（The Conservative Party 2010 : 124）。欧
州懐疑主義的な有権者が選んだ政府がイギリスの自由と民主主義を守れなか
ったときの歯止めであるが，このくだりが矛盾に満ちていることは Dorey 















⑹　この時点で首相はゴードン・ブラウンに交代していた。Seldon and Lodge eds. （2011 : 










由民主党のマニフェストを飾っていた（Liberal Democrats 2006 ; 2010 ; 
2014）。もちろん自由民主党としては，統合の進展を阻害しようという意図か
ら出たものではなかったが，レフェレンダムは，ここに連立政権にとっても
近代化・国制改革の重要メニューとなったのである（HM Government 2010 : 















（European Union Act 2011）である。その頃のユーロ圏の混乱も，ユーロに
加盟していないイギリスにとっては焦眉の問題ではなかった。こうした EU
問題をめぐる静けさは，メディアにも驚きをもって迎えられたのである（8）。
⑻　The Independence 紙および，Iain Martin（Wall Street Journal 紙）の以下の記事を参照
http://www.independent.co.uk/voices/commentators/steve-richards/steve-richards-for-
the-first-time-in-four-decades-europe-is-no-longer-poisonous-2124615.html，Iain Martin 




























ールしようと述べてクレッグらを驚かせたといわれる（Laws 2016 : 3655-






















のである（Worcester et. al. 2015）。しかし，結果的に保守党は36.8％の得票
率で330議席を獲得し，前回の2010年総選挙では得ることのできなかった単独
過半数を確保したことで，キャメロンが２期目の首相を務める保守党単独が





⑼　The Times の記事，Lord Lawson, ‘It’s time to quit EU’（http://www.thetimes.co.uk/
tto/news/politics/article3757641.ece）など。
⑽　The Guardian 2015年３月24日付記事 ‘David Cameron rules out third term as prime 
minister’（https://www.theguardian.com/politics/2015/mar/23/david-cameron-i-would-
not-serve-third-term-as-pm）お よ び，Mail Online の 記 事 ‘Was Cameron’s kitchen 
confidential his downfall？PM revealed that he would not stand for a third term 

























































⒁　以前 Oxford University Migration Observatory のダイレクターと，オックスフォード
大学の移民，政策および社会に関する研究センター（COMPAS）の研究員を務めていた
社会心理学者 Scott Blinder は，サーヴェイデータをもとにスコットランドにも反移民意
識は存在していないわけはないものの，イングランドに比べると弱いとしている。
⒂　2014年１月26日付 BBC ニュース電子版（http://www.bbc.com/news/uk-scotland-
















































Table.３ : エスニシティ（白人 / 非白人）と離脱支持
Table.４ : 世代別の離脱支持
























































Table.12 : ロジスティック回帰 : 説明変数＝ウェールズ人意識
Table.13 : ロジスティック回帰 : 説明変数＝スコットランド人意識











































































































をつとめた UKIP について検討する。2015年に UKIP に投票した有権者の実












Table.26 : 15年総選挙で UKIP に投票した者の離脱 / 残留選択
⒆　煩雑になるうえ，サンプル数も少ないので表示しないが，2010年から続けて，あるい
は2005年から３回にわたって総選挙で UKIP を支持した回答者は，68％が離脱支持であ
った。UKIP を支持し続ける有権者の反 EU 意識はそれだけ強固なのである。小選挙区制
をとる下院選挙において当選者を出せないのに続けて UKIP に投票する有権者は，確信



















































































Table.34 : EU の民主主義度への満足度














・EU との連帯～独立志向（11点） : 有意，離脱＋
・年齢 : 有意，離脱－
・EU のデモクラシーへの満足度（５点） : 有意，離脱－
・移民政策自己位置（少なく～多く，11点） : 有意，離脱－
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